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抄　録　学校から職業への移行プロセスが長期化・多様化する今日，大学・短期大学等において学生の
社会的・職業的自立に関する支援（キャリアガイダンス）提供のための体制整備が急務となっている。
筆者らのこれまでの研究において，就職活動既体験者が作成した「就職活動体験記」のキャリアガイダ
ンスツールとしての意義（有用性）が明らかにされている。
　本研究では，これらの有用性の中でも，これから就職活動を体験する学生にとって「就職活動体験記」
を読むという学習プログラムの有効性について検討した。「就職活動体験記」で取り扱われる主題の中で
も，就職活動初期に関するものに対して学生は関心を示しており，これから体験する就職活動に対する
リアリティーの醸成に一定の効果があることが看取できた。また，体験記に対する学生の受けとめ内容
と実際の就職活動の関連性についての分析から，「早く活動する」等の具体的な言及は実際の就職活動に
影響を及ぼすことが分かった。
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1. はじめに
1. 1　大学における社会的・職業的自立に関
する指導の必要性
学校から職業への移行プロセスが長期化・

多様化する今日，大学・短期大学等の高等教
育機関（以下，大学）においても，その機関
に在籍する学生に対してその社会的・職業的
自立に関する指導を行う必要性があることが
近年指摘されている。

2008年12月の中央教育審議会「学士課程教
育の構築に向けて（答申）」では，上記のこ
とを踏まえ，学生が入学時から自らの職業観・
勤労観を培い，社会人として必要な資質能力
を形成していくことができるよう，教育課程
内外にわたり，授業科目の選択等の履修指導，
相談，その他助言，情報提供を段階に応じて
行い，学生が自ら向上することを大学の教育
活動全体を通じて支援する「職業指導（キャ
リアガイダンス）」を適切に大学の教育活動
に位置づけることの必要性が示された。
この答申を受けて中央教育審議会大学分科

会で検討が行われ，その結果，2010年1月に
大学設置基準が改正され，「社会的及び職業
的自立を図るために必要な能力を培うための
体制（第42条の2）」が規定された。そこでは
「大学は，当該大学及び学部等の教育上の目
的に応じ，学生が卒業後自らの資質を向上さ
せ，社会的及び職業的自立を図るために必要
な能力を，教育課程の実施及び厚生補導を通
じて培うことができるよう，大学内の組織間
の有機的な連携を図り，適切な体制を整える
ものとする」と規定されている。
この規定の新設を受けて，2011年4月から

各大学は教育課程の内外を通して，キャリア
ガイダンスを実施することが義務付けられ

た。そのための実施体制の整備が各大学の急
務となっている。

1. 2　キャリアガイダンスのツールとしての
「就職活動体験記録」の意義
筆者らはこれまでの研究で，東京都内のビ

ジネス系短期大学（通学課程）を事例に，就
職活動の既経験者（2年生）が作成した「就
職活動体験記録」が持つキャリアガイダンス
のツールとしての可能性1）とそれを用いた学
習システムの構築2）について，テキストマイ
ニング手法を用いた分析を通して検討を行っ
てきた。その中では，主に次の2つのことに
ついて明らかにしてきた。
第一に，「就職活動体験記」の頻出語と関連・

共変用語のクラスター探索を通して，年度ご
との推移や変化が見られることを明らかに
し，データの蓄積によって有効な教育プログ
ラムを開発する手がかりが得られる可能性を
示唆したことである3）。
第二に，学生による「就職体験記録」の活
用は，大別して4つの効用があることである4）。
すなわち，一つ目に学生自身が自分の経験を
他者の視点をもって客観化し総括する作業と
しての価値があること，二つ目に，就職活動
中の学生が直面している就職市場の動向とそ
れに伴う困難や困惑の実態を教育スタッフ，
キャリア支援スタッフが，そのメンタル面の
様相も推測できる形で知る手掛かりとなるこ
と，三つ目に，年度ごとの背景的な求人状況
で多少の変動があるものの，先輩から後輩へ
の活動経験や情報，教訓などの伝承が可能に
なること，四つ目に「伝承機能」をさらに発
展させたときにその効用はさらに大きなもの
となることである。
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1. 3　本研究の課題 
―「就職活動体験記」のキャリアガイダンス
ツールとしての有用性の検討
本研究では，1.2で示した効用のうち三つ

目（先輩から後輩への情報伝達ツールとして
の効用）に着目し，「就職活動体験記録」の
キャリアガイダンスのツールとしての可能性
について検討することを目的とする。すなわ
ち，就職活動をすでに経験した学生が作成し
た事例（「就職活動体験記」）を参照すること
が，これから就職活動を体験する学生の実際
の就職活動に与えた影響について考察するこ
とを通して，「就職活動体験記」が持つキャ
リアガイダンスツールとしての有用性を検討
する。
青年前期にある大学生にとって，初職を見
つけるという探索活動は，それまでの人生で
得た社会的スキルだけでは乗り切れない新し
い「危機」（E.エリクソン）となる。このよ
うな特徴を持つ就職活動に対する支援の中で
は，他者（就職活動体験者）の体験から学ぶ
機会を提供することは大きな価値を持つと考
えられる。具体的には，すでに就職活動を体
験している経験者が作成した体験記を読むこ
とを通して，就職活動を疑似体験し，自らの
就職活動に備えるということである。
本研究では東京都内のビジネス系短期大学

（通学課程）を事例として，「就職活動体験記」
を用いた次のようなキャリアガイダンスプロ
グラムを検討の対象とする。すなわち，1年
次後期開設のキャリアガイダンスに関する必
修科目のレポート課題として，1年生が2年生
の作成した「就職体験記」を読むことを通し
て1年生が就職体験を疑似体験するというプ
ログラムである。このような疑似体験が自ら

（1年生）の就職体験（キャリア支援センター
への相談開始時期・相談頻度，内定状況）に
与えた影響を検討し，このプログラムの効果
測定を行う。このことを通して，「就職活動
体験記」のキャリアガイダンスツールとして
の有用性を検討する。

2. 本研究の方法
2. 1　対象者と時期
東京都内のビジネス系短期大学（通学課程）

に在学し，2010年度に「就業とキャリア」科
目（1年次必修科目）を受講し，進級した2年
生が本研究の分析対象となる。これらの学生
が記述した「『就職活動体験記』の受け止め」
について，テキストマイニングを実施する。
本研究で取り上げる「『「就職活動体験記』の
受け止め」とは，1年後期に「学びのサポート」
科目において2年生より提示された「就職活
動体験記」について，①これらを通読して考
察した就職活動に関する自分の考え（以下，
「就職活動についての考え」）と，②共感する
ケースとその理由（以下，「共感するケース」）
を述べたものである（表1）。これら2つをあ
わせて本研究では，「『就職活動体験記』の受
け止め」とする。なお，「共感するケース」
で学生が取り上げるケースの選択は個々の学

表1 「就業とキャリア」レポート問題＝「『就
職活動体験記』の受け止め」
学びのサポート「就職活動体験ケース集」につ
いて次の点をまとめなさい。
①  ケース集を通読して，就職活動について自

分の考えを述べなさい。
②  ケース集の中から共感をもったものをひと

つ選び，共感をもった点とその理由をのべ
なさい。

入手記述数　374名分
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生に委ねられている。
この「『就職活動体験記』の受け止め」の
記述の状況とその後（2011年1月以降）の就
職活動の状況（キャリア支援センターへの相
談開始時期・相談頻度，内定状況）を対照さ
せ，就職活動の疑似体験がその後の就職活動
にどのような変化をもたらしたか観察する。

2. 2　テキストマイニングと就職活動状況調
査の方法
本研究においてはテキストマイニング，特

に記述内容のクラスターの分類にはテキスト
型データ解析ソフトウェア「Word Miner」（日
本電子計算株式会社），任意の語群を用いた
テキスト分類には「SPSS Text Analytics for 

Surveys」（IBM）を用いた。また就職活動状
況の把握に関してはキャリア支援センターで
記録する「進路登録カード」の記述から，相
談開始時期，相談頻度，内定状況を把握した。

3. 「『就職活動体験記』の受け止め」の解
析結果
3. 1　頻出語の抽出について
「『就職活動体験記』の受け止め」より抽出
された頻出語を表2-1（就職活動についての
考え）および表2-2（共感するケース）に示す。
キーワードを抽出する前処理として語の除外
や置換といった処理は実施していない。分析
の対象としたレポートの題意により「就職活
動」，「自分」，「共感」といった語は文章中に
当然に出現すべき語のため出現比率も高いも
のになっているが，次に実施するクラスタリ
ングにおいてはほとんどの文章に出現し，そ
の文章の特徴を表す語にはなり得ないため，
除外してクラスタリングを行うこととした。

表2－1　就職活動についての考え

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 

4 
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表２－１ 就職活動についての考え 

順位 構成要素 サンプル度数 出現比率

1 就職活動 360 96.3%
2 自分 330 88.2%
3 私 280 74.9%
4 企業 229 61.2%
5 ケース集 201 53.7%
6 大切 197 52.7%
7 人 195 52.1%
8 何 156 41.7%
8 今 156 41.7%
10 面接 153 40.9%
11 行動 152 40.6%
12 説明会 134 35.8%
13 中 132 35.3%
14 先輩 127 34.0%
15 仕事 121 32.4%
15 方 121 32.4%
17 ケース 117 31.3%
18 内定 112 29.9%
19 就職 111 29.7%
20 気持ち 110 29.4%
20 通読 110 29.4%
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3. 2　クラスタリングの実施
「『就職活動体験記』の受け止め」より抽出
されたキーワードを用いて対応分析（数量化
Ⅲ類）を行った結果を表3-1（就職活動につ
いての考え）および表3-2（共感するケース）
に示す。就職活動に対する自分の考え，共感
するケースともに20のクラスターに分類され
たが，紙幅の関係から出現比率の多い順にな
らべて累積率90％となる点までを示す。
なお「就業とキャリア」科目のレポート課
題として1年生が通読した2010年度「就職活
動体験記」のクラスタリングの結果は，表4

のようになる。

表2－2　共感するケース

表3－1　就職活動についての考え

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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表２－２ 共感するケース 

順位 構成要素 サンプル度数 出現比率 
1 共感 362 96.8%
2 私 344 92.0%
3 自分 311 83.2%
4 就職活動 281 75.1%
5 ケース 264 70.6%
6 中 177 47.3%
7 点 169 45.2%
8 今 164 43.9%
9 大切 158 42.2%
10 企業 156 41.7%
11 人 154 41.2%
12 面接 127 34.0%
13 気持ち 125 33.4%
14 ケース集 119 31.8%
14 理由 119 31.8%
16 Ａ子 117 31.3%
17 仕事 111 29.7%
18 何 107 28.6%
18 時 107 28.6%
20 行動 102 27.3%
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表３－１ 就職活動についての考え 

No. 件数 累積 累積率 主題 クラスターを特徴づけるキーワード 
4 56 56 15.0 職種選び セミナー、職種、満足、職業、興味 

3 51 107 28.6 活動開始時期 １年生、参加、共有、一歩、エントリー 

16 46 153 40.9% 面接体験 面接、面接官、企業研究、質問、徹底 

1 28 181 48.4% 仲間のサポート 仲間、感謝、相談、周り、ひとり 

5 27 208 55.6% 企業選択 最終面接、妥協、どうせ、学校推薦、先入観 

6 24 232 62.0% 就職情報サイト 大丈夫、一言、登録、リクナビ、マイナビ 

11 21 253 67.6% コースの学習と医療業界 医療事務、医療情報サービスコース、一般企業、勉強 

19 19 272 72.7% 会場への遅刻(1) 余裕、時間、遅刻、家、電車 

7 16 288 77.0% 企業選択の要素 やりがい、職、給料、決断、お金 

17 16 304 81.3% 希望職種への就職 軸、コミュニケーション、夢、表現、接客業 

8 12 316 84.5% コースの学習と旅行業界 観光国際コース、ホテル、旅行会社、不況、現実 

20 12 328 87.7% 会場への遅刻(2) 地図、駅、遅刻、場所、余裕 

15 9 337 90.1% 就職準備：自己分析 短所、長所、グループ面接、自己分析、ポイント 

他 37 374 100%   
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表3－2　共感するケース

表4　2010年度「就職活動体験記」

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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表３－２ 共感するケース 

No. 件数 累積 累積率 主題 クラスターを特徴づけるキーワード 
14 57 57 15.2% 経済状況と就職 就職難、参加、状況、困難、時代 
20 46 103 27.5% 周囲との人間関係 相談、地道、意見、友達、家族 
5 40 143 38.2% 会場への遅刻 事前、場所、地図、余裕、確認 
16 29 172 46.0% 就職先選びと自己分析 生活、生き方、企業選び、機会、志望動機 
12 27 199 53.2% 希望職種 幅、職種、就職先、分野、職業 
3 26 225 60.2% 失敗体験 ＳＰＩ、対策、遅刻、勉強、説明会会場 
13 22 247 66.0% 就職環境と志望先との折り合

い 
大学、欠点、就職困難、状況、妥協 

4 21 268 71.7% 面接試験 面接官、暗記、面接時、多少、自信 
11 19 287 76.7% 会社選び 企業研究、魅力、社風、第一希望、業界 
6 17 304 81.3% 会場への遅刻 地図、道、下調べ、駅、当日 
18 15 319 85.3% 周囲との人間関係 慎重、助け合い、仲間、先生、協力 
19 13 332 88.8% 就職の困難さ 不合格、友人、キャリア支援、最終選考、キャリア 
15 9 341 91.2% 就職情報 サイト、登録、マイナビ、ページ、現実 
他 33 374 100%   

 
表４ 2010年度｢就職活動体験記｣ 

No. 件

数 
累積 
段落数 累積率 主題 クラスターを特徴づけるキーワード 
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の就職活動 

メール、ハード、予約、短期間、連絡 

42 63 1274 69.8% 会場への遅刻(2) 駅、地図、電車、場所、会場 

13 58 1332 72.9% 行き先の確認 大切、事前、余裕、実感、今回 

41 58 1390 76.1% 会場への遅刻(1) 遅刻、道、地図、到着、駅 

23 56 1446 79.2% 集団面接を含む面接試験 グループ、発表、番、面接官、声 
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3. 3　就職活動の状況について
「『就職活動体験記』の受け止め」を記述し
た学生の就職活動の状況について，キャリア
支援センターで相談カルテとして使用してい
る進路登録カードより調査した結果は図1～3

に示すとおりである。キャリア支援センター
の相談開始時期については1月～4月に開始し
た学生が62.1％となり，それ以降に相談を開
始した学生と未接触の学生の総計は37.9％と
なる（図1）。このことから4月までに相談し
たか否かでほぼ2分することができる。キャ
リア支援センターへの相談頻度は，月1回未
満が53.9％，それ以上が46.1％となる。月1回
以上の相談があったか否かでほぼ2分するこ

とができる。また12月時点での内定者は
52％，それ以外の学生は48％（図3）で，12

月時点で内定を取得したか否かで2分するこ
とができる。

表5　2010年度「就職活動体験記」と「共感したケース」の主題集約結果

注）表内の＃はそれぞれの項目のクラスター番号を表すものである。

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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図１ キャリア支援センターへの相談開始時期 

図２ 月あたりの相談頻度 図３ 内定獲得時期 図３　内定獲得時期

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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3．3 就職活動の状況について 

「『「就職活動体験記』の受け止め」を記述

した学生の就職活動の状況について、キャリ

ア支援センターで相談カルテとして使用して

いる進路登録カードより調査した結果は図１

~３に示すとおりである。キャリア支援センタ

ーの相談開始時期については１月～４月に開

始した学生が 62.1%となり、それ以降に相談

を開始した学生と未接触の学生の総計は

37.9%となる(図 1)。４月までに相談したか否

かでほぼ２分することができる。キャリア支

援センターへの相談頻度は、月１回未満が

53.9%、それ以上が 46.1%となる。月１回以

上の相談があったか否かでほぼ２分すること

ができる。また 12 月時点での内定者は 52%、

それ以外の学生は 48%(図 3)で、12 月時点で

内定を取得したか否かで２分することができ

る。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
表5 2010年度｢就職活動体験記｣と｢共感したケース｣の主題集約結果 

注）表内の＃はそれぞれの項目のクラスター番号を表すものである。 

No. 集約した主題 2010年度 就職活動体験記 共感したケース 
1 職種関連 職種に関すること(#3) 職種選び(#4)、希望職種への就職(#17) 

2 活動開始時期 
就職活動開始時期(#1)、エントリー、会社説明会な

ど初期の就職活動(#18) 活動開始時期(#3) 

3 採用試験関連 
採用試験に関すること(#24)、集団面接を含む面接

試験(#23)、採用試験に関すること(#16) 面接体験(#16) 

4 周囲のサポート 
周囲の人間の支援(#14) 
内定時期と友人の励まし(#6) 仲間のサポート(#1) 

5 企業選択 志望する業界(#12) 企業選択(#5)、企業選択の要素(#7) 
6 会場への遅刻 会場への遅刻(#41,#42,#43)、行き先の確認(#13） 会場への遅刻(#19,#20) 
7 医療関係への就職 医療関係への就職(#15) コースの学習と医療業界(#11) 
8 就職活動のプロセス 就職活動のプロセス(#4) 就職情報サイト(#6) 

図１ キャリア支援センターへの相談開始時期 

図２ 月あたりの相談頻度 図３ 内定獲得時期 

図１　キャリア支援センターへの相談開始時期
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3. 4　提示された就職活動体験記と「受け止
め②（共感したケース）」の比較
表4で示した1年生がレポート課題の中で通
読した就職活動体験記の主題と表3-2で示し
た「共感したケース」の主題の比率を比較す
るため，両者の主題を表5のように集約する。
表5で示したように集約した主題で就職活動
体験記と「共感したケース」を比較すると図
4のようになる。
内定を獲得するまでの就職活動のプロセス

（図5）は，自己分析や情報収集を行う時期（活
動準備期），選考を受ける企業を選択し，応
募書類を送付するまでの時期（活動初期），
採用選考を受ける時期（活動本格期），内定
獲得し活動を終了する時期（活動終了）に大
まかに区分することができよう。
「就職活動体験記」では「周囲のサポート」
や，「会場への遅刻」といった活動本格期に

関する主題が多い。一方で，「共感するケース」
のクラスターでは，業種関連，活動開始時期，
企業選択といった活動初期段階に行う活動や
それに関連する主題に学生が共感している傾
向を，図4からみることができる。

図4　就職体験記の主題と ｢受け止め②（共感したケース）｣の主題比較

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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内定を獲得するまでの就職活動のプロセス

(図５)は、自己分析や情報収集を行う（活動

準備期）、選考を受ける企業を選択し、応募書

類を送付するまでの時期(活動初期)、採用選

考を受ける時期(活動本格期)、内定獲得し活

動を終了する時期(活動終了)に大まかに区分

することができよう。 

｢就職活動体験記｣では｢周囲のサポート｣や、

「会場への遅刻」といった活動本格期に関す

る主題が多い。一方で、｢共感するケース｣の

クラスターでは、業種関連、活動開始時期、

企業選択といった活動初期段階に行う活動や

それに関連する主題に学生が共感している傾

向を、図４からみることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



JIYUGAOKA  SANNO  College  Bulletin  no.45  2012

53

3. 5　「『就職活動体験記』の受け止め」の
記述内容と就職活動状況
「就職活動についての考え」と「共感する
ケース」のそれぞれの記述内容（クラスター）
を，進路登録カードから把握できる学生の就
職活動状況（センターへの相談開始時期およ
び来窓頻度）と学生の内定状況を検討する。

3. 5. 1　キャリア支援センターへの相談開始
時期

3．3で示した図1をもとに，キャリア支援
センターへの相談開始時期を就職活動の開始
時期ととらえ，4月中までに相談開始した学
生を「早い」群，それ以降に相談開始あるい
は相談未実施の学生を「遅い」群として，「就
職活動についての考え」と「共感するケース」
のそれぞれ記述内容により分類すると図6の
とおりとなる。記述内容により相談開始時期
に大きな差はみられない。「就職活動につい
ての考え」でクラスター18「周囲との人間関
係」に言及した学生の割合が「早い」群にお
いて若干多い程度である。
「就職活動についての考え」についてのχ
二乗検定の危険率0.448，「共感するケース」
については0.101で両者の主題の分布に明確
な差があるとは認められない。

図5　就職活動のプロセス

※就職活動サイト，大学の Webページ，対象校就職支援
資料より作成

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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図５ 就職活動のプロセス 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※就職活動サイト、大学のWebページ、本学就職支援資料よ

り作成 

 

3．5 「『「就職活動体験記』の受け止め」

の記述内容と就職活動状況 

｢就職活動についての考え｣と｢共感するケ

ース｣のそれぞれの記述内容(クラスター)を、

進路登録カードから把握できる学生の就職活

動状況(センターへの相談開始時期および来

窓頻度)と学生の内定状況を検討する。 

 

3．5．1 キャリア支援センターへの 

相談開始時期 

 3.3 で示した図 1 をもとに、キャリア支援

センターへの相談開始時期を就職活動の開始

時期ととらえ、４月中に相談開始した学生を

「早い」群、それ以降に相談開始あるいは相

談未実施の学生を「遅い」群として、「就職活

動についての考え」と｢共感するケース｣のそ

れぞれ記述内容により分類すると図６のとお

りとなる。記述内容により相談開始時期に大

きな差はみられない。「就職活動についての考

え」でクラスター18「周囲との人間関係」に

言及した学生の割合が「早い」群において若

干多い程度である。 

「就職活動についての考え」についてのχ二

乗検定の危険率 0.448、「共感するケース」に

ついては 0.101 で両者の主題の分布に明確な

差があるとは認められない。

図６ ｢就職活動についての考え｣および｢共感したケース｣と相談開始時期 

「就職活動についての考え」と相談開始時期 「共感したケース」と相談開始時期

��. �� �い 遅い ��. �� �い 遅い
14 経済状況と就職 14.2% 13.6% 4 職種選び 13.8% 10.8%
20 周囲との人間関係 11.5% 10.9% 3 活動開始時期 12.4% 10.2%
5 会場への遅刻 10.8% 8.2% 16 面接体験 12.0% 7.8%
16 就職先選びと自己分析 5.8% 9.5% 1 仲間のサポート 6.5% 6.0%
12 希望職種 6.5% 6.8% 5 企業選択 6.9% 4.8%
3 失敗体験 5.0% 8.8% 6 就職情報サイト 5.5% 5.4%
13 就職環境と志望先との折り合い 5.4% 5.4% 11 コースの学習と志望業界 4.0% 6.0%
4 面接試験 5.0% 5.4% 19 会場への遅刻 2.9% 6.6%
11 会社選び 4.6% 4.8% 7 希望職種への就職 2.5% 5.4%
6 会場への遅刻 4.6% 3.4% 17 企業選択の要素 4.0% 3.0%
18 周囲との人間関係 5.4% 0.7% 8 会場への遅刻 1.8% 4.2%
19 就職の困難さ 3.1% 3.4% 20 コースの学習と志望業界 2.2% 3.6%
15 就職情報 2.7% 1.4% 15 就職準備：自己分析 1.5% 3.0%

その他 7.7% 8.8% その他 11.3% 3.6% *  

注)表左の*は両群において5%以上の差があるものを示す。 

 

 

 

自己分析       
情報サイトの登録   
業界・企業研究    

エントリーシート作成      
資料請求・エントリー      
学内セミナー、合同企業説明会  

会社説明会          
会社訪問           
採用試験（筆記・面接）    

内定・内々定         

図6　「就職活動についての考え」および「共感したケース」と相談開始時期

「就職活動についての考え」と相談開始時期 「共感したケース」と相談開始時期

注）表左の *は両群において5％以上の差があるものを示す。
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3．5．2 キャリア支援センターへの 

相談頻度 

3.3 で示した図２をもとに、相談頻度が月 1

回未満の学生を「少ない」群、月 1 回以上の

学生を「多い」群として相談回数と「『就職活

動体験記』の受け止め｣を記述内容(クラスタ

ー)により分類すると図７のとおりとなる。こ

れも記述内容により著しい差はみられないが、

相談頻度の少ない群は「就職活動についての

考え」について「周囲との人間関係」、「会社

選び」、「共感したケース」について「職種選

び」、「希望職種への就職」といった内容に反

応しているのが特徴的である。 

「就職活動についての考え」についてのχ二

乗検定の危険率は 0.03、「共感したケース」

については 0.02 で、両者の主題分布の差は

5%水準で有意である。 

 

図 7｢就職活動についての考え｣および｢共感したケース｣とキャリア支援センターへの相談頻度

「就職活動についての考え」と相談頻度 「共感したケース」と相談頻度

��. �� ��い �い ��. �� ��い �い
14 経済状況と就職 16.5% 13.3% 4 職種選び 16.9% 11.7% *
20 周囲との人間関係 14.0% 8.3% * 3 活動開始時期 12.3% 15.8%
5 会場への遅刻 7.0% 19.2% * 16 面接体験 11.5% 15.0%
16 就職先選びと自己分析 9.1% 5.8% 1 仲間のサポート 7.4% 6.7%
12 希望職種 7.4% 6.7% 5 企業選択 6.6% 7.5%
3 失敗体験 7.0% 6.7% 6 就職情報サイト 7.4% 4.2%
13 就職環境と志望先との折り合い 5.3% 7.5% 11 コースの学習と志望業界 4.1% 9.2% *
4 面接試験 5.3% 6.7% 19 会場への遅刻 5.3% 5.0%
11 会社選び 7.0% 0.8% * 7 希望職種への就職 6.2% 0.8% *
6 会場への遅刻 1.6% 9.2% * 17 企業選択の要素 3.3% 5.8%
18 周囲との人間関係 4.5% 3.3% 8 会場への遅刻 4.5% 0.0%
19 就職の困難さ 4.1% 1.7% 20 コースの学習と志望業界 2.9% 3.3%
15 就職情報 2.1% 3.3% 15 就職準備：自己分析 2.1% 3.3%

その他 9.1% 7.5% その他 9.5% 11.7%

注)表左の＊は両群において5%以上の差があるものを示す。 

3．5．3 内定状況 

3.3 の図３をもとに、内定した学生と未内

定の学生を「『「就職活動体験記』の受け止め」

の記述内容により分類すると図８のとおりと

なる。これも記述内容により大きな差はみら

れない。「就職活動についての考え」における

クラスター13「就職環境と志望先との折り合

い」、クラスター04「面接試験」について述べ

た学生が「未内定」群に比べて「内定」群に

多いことが特徴である。 

「就職活動についての考え」についてのχ二

乗検定の危険率は 0.352、「共感したケース」

については 0.236 で両者の主題分布に明確な

差があるとは言えない。 
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3. 5. 2　キャリア支援センターへの相談頻度
3. 3で示した図2をもとに，相談頻度が月1

回未満の学生を「少ない」群，月1回以上の
学生を「多い」群として相談頻度と「『就職
活動体験記』の受け止め」を記述内容（クラ
スター）により分類すると図7のとおりとな
る。これも記述内容により著しい差はみられ
ないが，相談頻度の少ない群は「就職活動に

ついての考え」について「周囲との人間関係」，
「会社選び」，「共感したケース」について「職
種選び」，「希望職種への就職」といった内容
に反応しているのが特徴的である。
「就職活動についての考え」についてのχ
二乗検定の危険率は0.03，「共感したケース」
については0.02で，両者の主題分布の差は5％
水準で有意である。

3. 5. 3　内定状況
3. 3の図3をもとに，12月時点で内定した学

生と未内定の学生を「『就職活動体験記』の
受け止め」の記述内容により分類すると図8

のとおりとなる。これも記述内容により大き
な差はみられない。「就職活動についての考
え」におけるクラスター13「就職環境と志望
先との折り合い」，クラスター04「面接試験」
について述べた学生が「未内定」群に比べて
「内定」群に多いことが特徴である。
「就職活動についての考え」についてのχ
二乗検定の危険率は0.352，「共感したケース」
については0.236で両者の主題分布に明確な
差があるとは言えない。

図7　「就職活動についての考え」および「共感したケース」とキャリア支援センターへの相談頻度

「就職活動についての考え」と相談頻度 「共感したケース」と相談頻度

注）表左の＊は両群において5％以上の差があるものを示す。

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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3．5．2 キャリア支援センターへの 

相談頻度 

3.3 で示した図２をもとに、相談頻度が月 1

回未満の学生を「少ない」群、月 1 回以上の

学生を「多い」群として相談回数と「『就職活

動体験記』の受け止め｣を記述内容(クラスタ

ー)により分類すると図７のとおりとなる。こ

れも記述内容により著しい差はみられないが、

相談頻度の少ない群は「就職活動についての

考え」について「周囲との人間関係」、「会社

選び」、「共感したケース」について「職種選

び」、「希望職種への就職」といった内容に反

応しているのが特徴的である。 

「就職活動についての考え」についてのχ二

乗検定の危険率は 0.03、「共感したケース」

については 0.02 で、両者の主題分布の差は

5%水準で有意である。 

 

図 7｢就職活動についての考え｣および｢共感したケース｣とキャリア支援センターへの相談頻度

「就職活動についての考え」と相談頻度 「共感したケース」と相談頻度

��. �� ��い �い ��. �� ��い �い
14 経済状況と就職 16.5% 13.3% 4 職種選び 16.9% 11.7% *
20 周囲との人間関係 14.0% 8.3% * 3 活動開始時期 12.3% 15.8%
5 会場への遅刻 7.0% 19.2% * 16 面接体験 11.5% 15.0%
16 就職先選びと自己分析 9.1% 5.8% 1 仲間のサポート 7.4% 6.7%
12 希望職種 7.4% 6.7% 5 企業選択 6.6% 7.5%
3 失敗体験 7.0% 6.7% 6 就職情報サイト 7.4% 4.2%
13 就職環境と志望先との折り合い 5.3% 7.5% 11 コースの学習と志望業界 4.1% 9.2% *
4 面接試験 5.3% 6.7% 19 会場への遅刻 5.3% 5.0%
11 会社選び 7.0% 0.8% * 7 希望職種への就職 6.2% 0.8% *
6 会場への遅刻 1.6% 9.2% * 17 企業選択の要素 3.3% 5.8%
18 周囲との人間関係 4.5% 3.3% 8 会場への遅刻 4.5% 0.0%
19 就職の困難さ 4.1% 1.7% 20 コースの学習と志望業界 2.9% 3.3%
15 就職情報 2.1% 3.3% 15 就職準備：自己分析 2.1% 3.3%

その他 9.1% 7.5% その他 9.5% 11.7%

注)表左の＊は両群において5%以上の差があるものを示す。 

3．5．3 内定状況 

3.3 の図３をもとに、内定した学生と未内

定の学生を「『「就職活動体験記』の受け止め」

の記述内容により分類すると図８のとおりと

なる。これも記述内容により大きな差はみら

れない。「就職活動についての考え」における

クラスター13「就職環境と志望先との折り合

い」、クラスター04「面接試験」について述べ

た学生が「未内定」群に比べて「内定」群に

多いことが特徴である。 

「就職活動についての考え」についてのχ二

乗検定の危険率は 0.352、「共感したケース」

については 0.236 で両者の主題分布に明確な

差があるとは言えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



JIYUGAOKA  SANNO  College  Bulletin  no.45  2012

55

3. 6　具体的な記述内容が就職活動におよぼ
す影響
「『就職活動体験記』の受け止め」に記載さ
れた具体的なキーワードとそれに関連する具
体的な就職活動の状況について分析を行う。
ここでは，具体的な就職活動の状況として，
活動の開始時期と活動の継続性を取り上げ，
これらの活動と内定状況および「『就職活動
体験記』の受け止め」に記載されたキーワー
ド（「早く活動」および「諦めない」）の出現
率との関係を検討する。

3. 6. 1　活動開始時期と「『就職活動体験記』
の受け止め」に記載されたキーワード（早く
活動）の出現率
まず就職活動の開始の時期と内定状況の関

連について就職活動状況の調査結果（表
6-1-1）からみると就職相談の早い群は内定率
が高いことがわかる。就職相談の開始時期と
内定率のχ二乗検定の危険率はほぼ0であり，
差があることが認められる。就職活動を早く
始めることは内定率を高めることにつながる

とすれば，活動を早めることは有効な今後の
キャリア形成に関しても有効な施策である。
それでは，「『就職活動体験記』の受け止め」

で早期の就職活動が重要であることに言及し
た学生は本当に早期に就職活動を開始してい
るであろうか。ここではこの点について検討
を加える。表6-1-2のように「早く」というキ
ーワードに言及している群はそうでない群に
対して，相談時期が早い割合が高くなってい
る。
「早く活動」することへの言及の有無と就
職活動開始時期についてのχ二乗検定の危険
率は0.008であり，1％水準で有意である。早
めの就職活動が重要であると考えた群は実際
にそのように行動している割合が高いと言え
る。

図8　「就職活動についての考え」および「共感したケース」と内定状況

「就職活動についての考え」と内定状況 「共感したケース」と内定状況

表左の＊は両群において5％以上の差があるものを示す。

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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図８ ｢就職活動についての考え｣および｢共感したケース｣と内定状況 

「就職活動についての考え」と内定状況 「共感したケース」と内定状況

��� �� �内定 内定 ��� �� �内定 内定
14 経済状況と就職 17% 14% 4 職種選び 16% 14%
20 周囲との人間関係 13% 12% 3 活動開始時期 14% 14%
5 会場への遅刻 10% 11% 16 面接体験 11% 13%
16 就職先選びと自己分析 7% 9% 1 仲間のサポート 7% 8%
12 希望職種 7% 8% 5 企業選択 8% 7%
3 失敗体験 9% 5% 6 就職情報サイト 9% 5%
13 就職環境と志望先との折り合い 4% 8% 11 コースの学習と志望業界 5% 7%
4 面接試験 3% 8% * 19 会場への遅刻 3% 7%
11 会社選び 6% 4% 7 希望職種への就職 3% 5%
6 会場への遅刻 7% 3% 17 企業選択の要素 3% 5%
18 周囲との人間関係 2% 6% 8 会場への遅刻 2% 5%
19 就職の困難さ 3% 4% 20 コースの学習と志望業界 5% 2%
15 就職情報 2% 3% 15 就職準備：自己分析 3% 2%

その他 10% 8% その他 10% 10%  

 表左の*は両群において5%以上の差があるものを示す。 
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3. 6. 2　活動の継続性と「『就職活動体験記』
の受け止め」に記載されたキーワード（諦め
ない）の出現率
それでは就職活動を「諦めない」ことが重

要と言及した学生の実際の就職活動行動を把
握する。実際に「諦めない」という心的状態
を観察することは難しいが，就職活動を継続
する＝キャリア支援センターと接触を持つ
（センターに来窓する）と考えてその結果を
集計すると表6-2に示すとおりである。ここ
では相談回数3回以下を少ない群（分析対象
者のうち42％），4回以上を多い群（同58％）
として区分している。
内定している群は「諦めない」という言及

の有無に関わらず，キャリア支援センターへ
の相談回数が多い傾向にあることがわかる。
ただし「諦めない」という言及をした群の方
が相談回数は少ない傾向にある。内定してい
る群の「諦めない」という言及の有無とキャ
リア支援センターへの相談回数の多寡のχ二
乗検定の危険率は0.016であり5％水準で有意
である。未内定者の群の「諦めない」という
言及の有無とキャリア支援センターへの相談
回数の多寡のχ二乗検定の帰無仮説の有意確
率も0.337で，未内定者の群については，差
は明確ではない。

表6-1-1　開始時期と内定未内定 のクロス表

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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表6-1-1 開始時期と内定未内定 のクロス表 

内定未内定  
内定 未内定 

合計 

度数 148 92 240早

い 比率 61.7% 38.3% 100.0%

度数 52 71 123

相

談

時

期 

遅

い 比率% 42.3% 57.7% 100.0%

度数 200 163 363
合計 

比率 55.1% 44.9% 100.0%
 

表6-1-2 早めの活動への言及 と 相談開始時期 のク

ロス表 

相談開始  
早い 遅い 

合計 

度数 185 109 294言及 

なし 比率 62.9% 37.1% 100.0%

度数 55 14 69

早
め
の
活
動 

言及 

あり 比率 79.7% 20.3% 100.0%

度数 240 123 363
合計 

比率 66.1% 33.9% 100.0%
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4. おわりに―考察と結論―
3の「『就職活動体験記』の受け止め」から，

「就職活動体験記」を読んだ1年生が共感する
ケースは就職活動の初期についてのケースに
偏る傾向があることが分かった（図4）。これ
は就職活動全般を通してのリアリティーをま
だもつことが難しいことの表れであろう。特
に就職試験の結果や会場への遅刻を除いた失
敗体験（たとえば就職試験の合否など）に対
しては，直接の反応をほとんど見せていない。
このことは，就職活動未経験者である1年生

にとって，就職活動を始めるということ自体
が大きな障壁であり，受験した結果の合否は
まだ先の話，あるいは個別の結果について自
分に当てはめて考えることが難しい可能性が
あることを示唆しているといえる。

3.5で示したように，「『就職活動体験記』
の受け止め」の記述の内容によって明確な就
職活動における行動の差は観測できないもの
の，特定の内容，例えば希望職種へのこだわ
りがあるケースや記載されたキーワード，「早
い」時期から就職活動を始めるといった具体
的な言及は行動に影響を及ぼすことがわかっ
た。反面「諦めない」というような，実際に
行動を開始し体験してみるまでは，実感がつ
かめない，あるいは具体的な行動をどうすれ
ばよいか想像できない抽象的なキーワードで
は，実際の就職活動における行動に結びつか
ない場合もあることがわかった。
以上の考察から，「就職活動体験記」を記
述させることは，記述する本人にとって「自
己分析学習とセルフ・カウンセリングの一環」
としての意味があるが，これから就職活動を
体験する学生に，この「就職活動体験記」を
読ませることにより「就職活動開始前夜の就
業リアリティーを醸成」させるという効果を
生むこともできること，すなわち，「就職活
動体験記」が有するキャリアガイダンスツー
ルとしての有用性が確認できた。
しかしながら，そのリアリティーは限定的

であり，具体的な準備に結びつけるというよ
りも，漠然とした不安という形でとらえられ
ていることが看取できた。

表6-2　 「諦めない」ことへの言及と相談回数と 
内定状況 のクロス表

紀要 45 原稿作成用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ （p2-15 本文部分)上下左右の余白サイズの変更は不可。A4 で印刷 
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表6-2 「諦めない」ことへの言及 と相談回数 と 内

定状況 のクロス表 

相談回数 

内定未内定 少ない 多い 
合計 

度数 55 118 173言及 

なし 割合 31.8% 68.2% 100.0%

度数 15 12 27

諦
め
な
い 言及 

あり 割合 55.6% 44.4% 100.0%

度数 70 130 200

内
定 

合計 
割合 35.0% 65.0% 100.0%

度数 55 84 139言及 

なし 割合 39.6% 60.4% 100.0%

度数 12 12 24

諦
め
な
い 言及 

あり 割合 50.0% 50.0% 100.0%

度数 67 96 163

未
内
定 

合計 
割合 41.1% 58.9% 100.0%

度数 110 202 312言及 

なし 割合 35.3% 64.7% 100.0%

度数 27 24 51

諦
め
な
い 言及 

あり 割合 52.9% 47.1% 100.0%

度数 137 226 363

合
計 

合計 
割合 37.7% 62.3% 100.0%
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5. 今後の課題
就職活動体験のケースを読ませ，就職活動
を疑似体験させることは，就職活動への行動
の変容を促し，リアリティーを醸成させる有
効な方法である。その受け止めの記述から就
職活動に影響を及ぼすキーワードを発見する
こともできる。
しかしリアリティーの醸成は就職活動前期

のイベントに偏る傾向があり，1年次後期に1

回記述したレポートの内容で，長期化する就
職活動全体にわたる行動を規定することは難
しい。適切な時期に適切な情報を提供できる
しくみづくりが重要である。本研究により記
述されたケースを自動的にカテゴライズする
ことも可能であることがわかった。就職活動
を行っている学生が必要に応じて，あるいは
教員が必要な学生に適切なケースを提供する
ためのシステムを構築することが可能であろ
う。
「就職活動体験記」やその受け止めを書か
せるだけではなく，その内容をもとに就職活
動をサポートしていく必要が考えられる。事
実，多くの学生が周囲の支援の大切さを「就
職活動体験記」で述べている。学校内だけで
も「教員」，「キャリア支援センター職員」，「学
友」といった関係者がサポートを行う可能性
がある。そのサポートのツールとして「就職
活動体験記」やその受け止めは強力なツール
である。
しかしそうした利用を考える際に，レポー
トといった紙ベースでの管理だけではそうし
た活動は困難であり，複数回記述させるとい
ったコストも報告者にとって負担となる。

Twitterなどの仕組みを利用して就職活動
に関する「つぶやき」を集積することで，同

様の情報を集積したデータベースを作成する
ことができるのではないか。

附記
本研究は，文部科学省科学研究費・基盤研
究（C）課題番号22500953　『学生間コミュ
ニケーションを活性化するシステムを核とし
たキャリア形成支援プログラム』の一環とし
て行われた。
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